
 

 

『インボイス制度廃止』 の世論を盛り上げよう！ 

財務省の国会答弁でも明確に。 消費税は『預り金ではない』『益税でもない』 

消費税が導入されて３４年。私たち中小事業者を苦しめてきた悪税。 

今、インボイス制度導入の問題点が明らかになることによって、「消費税のカラクリ」を知る 

きっかけにもなり、長年刷り込まれてきた国民の消費税に対する認識が変わり始めています。 
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「中小業者いじめのインボイス制度は 

中止せよ」 

税金の専門家、税理士 60人がプラカードを一

斉に掲げてアピール。「インボイス制度の中止

を求める税理士の会」が 3月 30日、衆院第 1議

員会館とオンライン併用で「国会決起集会」を

開催。「インボイス制度は大増税政策の一環

だ。納税者と税理士が団結し、中止を求めよ

う」と呼び掛けました。税経新人会の神田知宜

税理士は「ボイコット大作戦」を提唱。「イン

ボイス発行事業者への登録は、9月末のギリギ

リまでしない。登録したけど、後悔している人

は申請を取り下げる」という運動を広げようと

強調しています。 

 

 

江津民商では 2月中旬、江津市内の事業者と経理担当者を

対象に、消費税インボイス（適格請求書）制度に関する意識

調査をウェブアンケートで実施（1月 20日～2月 10日）

し、37者から回答を得ました。商工会議所などでもインボ

イス制度に関する地元業者の実態調査は行われておらず、民

商から発信しようと、取り組み、会外には信用金庫、建築組

合、シルバー人材センターなどにも協力を依頼。まだまだ

「知られていない」「理解されていない」実態が明らかにな

りました。 

 

 

最近、取引先等から「インボイス番号のお知らせ・問い合わせ」等の書面などが届き、対応に困っている方の話を

聞くことが増えています。個別の対応方法についてはご相談下さい。 

江津民商ニュース 
２０２３年４月号 
江津市二宮町神主 2251-3 TEL0855-53-3807 

Mail：gotsu-minsyo@kyi.biglobe.ne.jp 
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【江津市長への要望事項】 

1， 行政の情報収集および発信の方法、市ホ

ームページの改修などより分かりやすくすること。 

2， 原材料、燃料・光熱費等高騰の負担軽減

のための支援金制度を創設すること。 

3， 資金繰り対策、事業継続・経営改善に取り

組む事業者の金融機関借入金の利子補給制

度を創設すること。 

4，インボイス制度、電子帳簿保存法、自治体

DXなど分かりづらい制度などの相談対応窓口を

設置すること。 

5，空き家対策、住宅や店舗・家電の省エネ対策

など地元事業者が主体となり、業者同士連携で

きる「リフォーム工事補助金制度」「省エネ対策補

助金制度」を創設すること。 

6，「市民と語る会」に加え地域業者との懇談の

機会を検討すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市議会への陳情】 

①中小事業者の物価・燃料高騰対策支援金創設 

②小規模事業者の融資利子補給金制度創設 

 

江津・中村市長と懇談。市議会には陳情提出。 

３月２２日、「市内事業者の営業と市民生活を守る施策実施を求める要望書」を手交

し、懇談を実施。昨今の物価高、光熱費高騰などから地元業者の生業を守るため６項

目を要望。また３月市議会定例会にも、同様に中小業者支援制度創設の陳情２件を提

出。３月１０日の建設経済委員会に付託、趣旨説明を求められ民商事務局が出席。 

物価高・光熱費高騰、資金繰りに対する不安など業者の実態と支援の緊急性を訴え

ました。委員会メンバーに理解はしてもらえながらも、財源問題、実態調査が必要な

どの議論の結果、「継続審査」となりました。６月市議会での結論が待たれます。 

 

 

 
（左）中村市長と（右）野津会長 

 

          
            

      

                   

                             

                      

                      

                       

                    

      

                

                      

                      

               

                      

                    

               

                      

                     

                                 

                   

                  
         

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

～おしらせ～ 

全商連主催の経営交流会がオンライン

で開催されます。 

今回のテーマは「SNS活用術」。今さら

聞けない、どうしたらいい？など全国の会員

の実践報告を交えながら学び合います。   

日程：４月２６日(水)18：30～  

事務所のパソコンで視聴しますので、  

ご参加希望の方はご連絡下さい。 

☜詳細はこちら 

 

日々の情報や気になることなど民商の SNS

にも投稿中。チェックしてみて下さい。 


